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（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
所
属
の
ピ

ア
・
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
元
々
ラ
イ
デ
ン
大
学
出
身
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
歴
史
社
会
学

者
で
、
本
来
、
日
本
研
究
と
無
関
係
な
存
在
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

精
通
し
て
い
る
誰
も
が
承
知
の
よ
う
に
ヴ
リ
ー
ズ
氏
の
研
究
は
学
際
的
で
広

い
範
囲
に
及
び
、
今
で
は
、
近
現
代
か
ら
現
在
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
中
国
の
分
析
に
ま
で
手
が
届
い
て
い
る
。

　
現
代
の
経
済
成
長
の
起
源
に
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
い

わ
ゆ
るG

reat D
ivergence

（
大
分
岐
）
論
争
に
長
年
従
事
し
て
い
て
、
こ
の

本
は
そ
れ
に
日
本
の
分
析
も
加
え
る
試
み
と
言
っ
て
よ
い
。
シ
カ
ゴ
大
学
の

K
enneth Pom

eranz

のTh
e G

reat D
ivergence: C

hina, Europe, and the M
aking 

of the M
odern W

orld Econom
y

（2000

）
以
来
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
の

経
済
的
発
展
の
格
差
の
起
源
が
活
発
に
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
ヴ
リ
ー
ズ
氏

に
よ
る
と
、
中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
西
洋
と

非
西
洋
の
経
済
的
分
岐
を
よ
り
明
確
に
す
る
に
は
非
西
洋
国
家
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
最
も
近
い
日
本
に
焦
点
を
当
て
た
方
が
よ
い
と
い
う
。

　
こ
の
本
は
総
合
的
な
著
述
で
ヴ
リ
ー
ズ
氏
独
自
の
研
究
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
以
前
の
著
作
物
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で

も
特
定
の
分
野
に
お
け
る
文
献
の
幅
広
い
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ヴ
リ
ー

ズ
氏
が
日
本
の
専
門
家
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
の
一
冊
は
近
代
日
本
の
経
済

史
に
光
を
照
ら
す
二
十
世
紀
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
英
語
の
文
献
を
紹
介
す

る
だ
け
で
大
き
な
価
値
が
あ
る
。
実
際
、
多
彩
な
言
語
力
に
基
づ
き
、
ヴ

リ
ー
ズ
氏
は
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
の
文
献
ま
で
も
扱
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
歴
史
社
会
学
者
に
相
応
し
く
、
比
較
分
析
に
細
心
の
注

意
を
払
い
、
寛
大
に
提
示
さ
れ
て
い
る
比
較
統
計
も
こ
の
本
の
大
き
な
強
み

書 

評ピ
ア
・
ヴ
リ
ー
ズ

『 
大
分
岐
の
回
避 

―
―
日
本
の
国
家
と
経
済
、
一
八
六
八
〜
一
九
三
七
年
』
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の
一
つ
で
あ
る
。

　
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
「
大
分
岐
」
論
争
を
め
ぐ
り
、
い
わ
ゆ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
派
（Andre G

under Frank, Jack G
oldstone, K

enneth Pom
eranz

やR
. Bin 

W
ong

）
が
強
調
す
る
環
境
に
対
抗
し
、
国
家
の
力
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。

つ
ま
り
、
西
洋
と
非
西
洋
の
経
済
的
分
岐
を
よ
り
偶
発
的
な
要
素
に
帰
し
て

き
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
派
に
対
し
、
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
一
貫
し
て
為
政
者
の
志

向
性
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
二
〇
一
五
年
出
版
のState, Econom
y and 

the G
reat D

ivergence

に
お
い
て
、
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
西
洋
の
速
や
か
な
発
展
は

単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
近
世
か
ら
北
欧
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
為
政
者
が
国

家
の
力
を
利
用
し
て
経
済
的
発
展
を
意
図
的
に
図
っ
た
か
ら
だ
と
力
説
し
て

い
る
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
派
と
の
論
争
に
お
い
て
、
近
代
日
本
の
歴
史
が
有
用
で

あ
る
。『
大
分
岐
の
回
避
』
の
題
名
が
言
い
放
っ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
は
西

洋
と
の
「
大
分
岐
」
を
避
け
た
ア
ジ
ア
唯
一
の
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国

と
同
じ
よ
う
な
環
境
的
不
利
に
直
面
し
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
と
違
い
、
石

炭
へ
の
容
易
な
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
か
な
り
の
環
境
的
不
利
を

抱
え
な
が
ら
も
比
較
的
早
く
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
日
本
の
例
は
、
要

す
る
に
、「
環
境
」
の
説
明
力
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
と
同
時
に
、

ヴ
リ
ー
ズ
氏
が
好
む
国
力
の
重
要
性
の
論
議
を
裏
付
け
る
良
い
例
で
も
あ
る
。

　
本
書
全
体
を
通
し
た
ヴ
リ
ー
ズ
氏
の
主
な
議
論
は
、
明
治
維
新
か
ら
戦
争

経
済
に
な
っ
た
一
九
三
七
年
ま
で
は
、
日
本
の
発
展
が
い
か
に
国
家
の
力
に

よ
り
促
進
さ
れ
た
か
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
徳
川
の
「organic econom

y

」

（
農
業
経
済
）
が
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
の
「energy econom

y

」（
産
業
経
済
）

へ
と
変
換
し
た
の
は
、
基
本
的
に
は
立
派
な
近
代
国
家
が
築
か
れ
た
か
ら
だ

と
い
う
（
第
一
章
）。
そ
の
国
家
が
近
代
的
で
一
元
化
さ
れ
、
統
合
さ
れ
、
そ

し
て
主
権
を
強
く
行
使
し
た
も
の
で
（
第
二
章
）、
政
治
、
軍
事
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
面
で
は
か
な
り
の
指
導
力
を
は
た
し
（
第
三
章
）、
経
済
に
お
い
て
は

土
地
に
課
税
し
、
産
業
に
投
資
し
た
こ
と
に
よ
り
速
や
か
な
工
業
化
を
図
っ

た
（
第
四
章
）。
財
閥
に
有
利
で
労
働
者
に
不
利
な
政
策
を
追
求
し
た
こ
と
で
、

資
本
主
義
の
強
固
な
基
盤
を
構
築
し
（
第
五
章
）、
経
済
へ
の
総
投
資
の
か
な

り
の
額
を
政
府
が
占
め
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
速
や
か
な
発
展
を
容
易
に
し
、

そ
の
発
展
の
形
状
を
き
め
細
か
く
決
定
し
た
（
第
六
章
）。
体
系
的
に
世
界
か

ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ア
イ
デ
ア
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
が
最
新
の

技
術
や
流
行
に
追
い
つ
く
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
（
第
七
章
）。

　
以
上
は
日
本
の
専
門
家
か
ら
見
て
お
馴
染
み
の
話
で
、
最
悪
な
場
合
は
反

動
的
な
主
張
に
ま
で
聞
こ
え
な
く
も
な
い
。
近
代
国
家
の
役
割
を
強
調
す
る

た
め
に
ヴ
リ
ー
ズ
氏
が
最
新
の
研
究
を
却
下
し
、
や
っ
と
克
服
し
た
と
思
わ

れ
た
近
代
日
本
が
抱
え
て
き
た
様
々
な
汚
名
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、Ronald Toby 

のState and D
iplom

acy in Early 

M
odern Japan

（1984

）
以
来
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
江
戸
時
代
の
い
わ
ゆ
る

「
鎖
国
」
と
い
う
概
念
。
そ
し
て
、
日
本
の
進
歩
的
学
者
が
長
年
主
張
し
て
き

た
江
戸
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
専
制
主
義
」。
近
代
日
本
に
お
い
て
は
、
同
じ
進
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歩
的
学
者
が
長
年
強
調
し
て
き
た
明
治
憲
法
の
「
権
威
主
義
」
や
、
日
米
貿

易
摩
擦
時
代
にC

halm
ers Johnson

等
が
重
視
し
て
い
た
「
開
発
国
家
」

（developm
ental state

）
の
学
説
な
ど
。
要
す
る
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
日
本

が
世
界
経
済
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
政
治
経
済
が
非
効
率
的
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

二
十
世
紀
初
期
に
産
業
国
家
に
な
っ
た
の
は
強
力
で
権
威
主
義
的
な
開
発
国

家
が
出
来
上
が
っ
た
か
ら
だ
と
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
主
張
す
る
。

　
優
れ
た
比
較
主
義
者
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
、
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
日
米
貿
易

摩
擦
時
代
に
お
い
て
流
行
し
て
い
た
「
例
外
な
日
本
」
説
を
避
け
よ
う
と
努

め
る
。
実
際
、
今
ま
で
の
多
数
の
出
版
物
の
な
か
で
、
現
代
の
経
済
に
お
い

て
は
国
家
の
重
い
介
入
は
例
外
で
も
逆
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
い
こ

と
を
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
強
く
主
張
し
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
科
学

者
の
規
範
的
分
析
に
よ
る
も
の
か
、『
大
分
岐
の
回
避
』
に
は
既
に
消
え
去
っ

た
と
思
わ
れ
た
二
分
法
が
堂
々
と
提
示
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
の
研
究
者
は
最
近
、
白
黒
の
分
析
よ
り
多
様
性
に
満
ち
た
世
界
像
を
描

こ
う
と
し
て
い
る
が
、
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
東
洋
対
西
洋
、
前
近
代
対
近
代
や
発

展
途
上
国
対
先
進
国
と
い
っ
た
明
確
な
二
分
法
に
依
然
と
し
て
執
着
し
て
い

る
。
同
じ
オ
ラ
ン
ダ
出
身
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
者
のJan de 

Vries

氏
（
元
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
﹇
米
国
﹈）
は
、
工
業
化
を

漸
進
的
、
多
様
的
、
地
理
的
に
広
範
囲
の
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
述
べ
て
き

た
が
（Th

e Industrious Revolution, 2008

）、
ヴ
リ
ー
ズ
氏
は
、
工
業
化
を
依
然

と
し
て
特
定
の
場
所
（
イ
ギ
リ
ス
）
で
特
定
の
軌
道
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
特
定

の
「
出
来
事
」
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

　『
大
分
岐
の
回
避
』
は
保
守
派
か
ら
見
た
過
度
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

へ
の
反
論
の
よ
う
に
読
み
取
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
近
代
日
本
の
経
済

史
に
光
を
照
ら
す
英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
の
幅
広

い
文
献
の
紹
介
や
日
本
の
豊
か
な
比
較
史
と
し
て
、
日
本
通
に
も
現
代
世
界

の
専
門
家
に
も
広
く
読
ま
れ
る
に
値
す
る
。


